
親の離婚と
子どもの気持ち

おわりに
　この冊子は、親御さんの離婚を経験したお子さんへのインタビュー調査（平成
30 年度科学研究費補助金：離婚を経験する家族に対する心理支援モデルの構
築、１８K１３３２２、研究代表者：曽山いづみ）の内容をもとに作成しました。
「離婚」と一言でいっても、その経緯や状況は人によって本当にさまざまです。そし
て、親の離婚を経験した子どもの気持ちもいろいろです。１人の中にいろいろな気
持ちが混じっていることもたくさんあります。また、成長によっても、感じること、考
えることは変わります。
　そんな、いろいろある気持ち、前と今とで違う気持ち、これからも変わっていくか
もしれない気持ち…など、決してひとくくりにはできない子どもの気持ちをお伝え
できたらと思い、この冊子をつくりました。もちろん、この内容
がすべてのお子さんに当てはまるわけではありません。全く
違った経験・気持ちの子もたくさんいると思います。ですが、
何かしら、同じところ、共通するところもあるかもしれません。
　離婚を経験するご家族や先生、親せきや地域の方など、
子どもにかかわるいろいろな立場の方々に、見てもらえると
嬉しいです。
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小さいときだったから、覚えてない。
小学校1年生の時に、友達と話してて
「お父さんいないの？」って話になって、
「あれ、いないのかな？」ってなって、母
に聞いたらしいです。そのことも自分で
は覚えてなくて、母から最近聞いて知
りました。

小さいころで覚えていない
自分がお腹の中にいるときに離婚した
みたいです。だから物心ついたときに
は今の環境でした。

離婚した後のこと
やっぱ離婚した直後って「子どもの精神
状態は大丈夫か」とか親もすごい気にし
てて。だから問題ないってアピールもす
ごくしてて。それで反抗する時間がな
かったし、単純に自分も受験勉強で忙
しかったから。

喧嘩を見ていた
私が原因で大きな喧嘩になっちゃったの
で、「自分やらかしたな」って思って、怖
かったですね。自分のせいで離婚したっ
ていうのは結構長いこと思っていまし
た。あと、おばあちゃんが一緒に暮ら
し始めてから両親関係がさらに悪くなっ
たりもしたので、おばあちゃんのせい
でって思って、きつく当たっちゃってい
ました。

父が自分勝手な人で、お金の問題もあっ
たので、それに耐えきれなくなって。不
穏な空気は小さいときからずっとあっ
て、もめる頻度がどんどん増えていっ
て、中学くらいからは顔あわせたら親
はずっと喧嘩してるみたいな。喧嘩って
いっても怒鳴りあいじゃなくて、静かに
ずっと喧嘩してるのを横で聞きながら勉
強していました。

小学生以降になると記憶もはっきりしてきますが、幼少期以前の離婚だと、知らな
い・覚えていない場合もあります。覚えていない過去のことであったとしても、離
婚のことがずっと気になっていて、いつかきちんと話を聞きたいと思っている子も
一定数います。

別居・離婚するときに聞いた
朝、いつもと違ってちょっと来てって呼
ばれてリビングに行ったら、家族全員が
そろってて、そこで「お母さんがしては
いけないことをしてしまったから離婚す
る」みたいに言われて。そのまま私たち
は母と母の実家に行って。その後元の
小学校には一度も行かず、転校しました。
正式に離婚するって決まったのが、それ
から半年以上経ってからだったと思うん
ですよね。一応形としては母が悪いみた
いな感じで言われてましたけど、父のモ
ラハラみたいなのがあったっていうのも
多分大きかったんだと思います。

別居・離婚後
しばらくしてから聞いた
母が家を出て半年くらいしてから「実は
離婚したんだ」って説明されて、「うん
知ってた」って。「今日からお前がお母さ
んだからな」とか言われて、いや性別違
うんだけど、とか思いながら。まだ弟が
小さかったから、その分「家事とかでき
るところからやっておいてくれ」とか言わ
れて。

母に「お父さんいつ帰ってくるの」みたい
な、「早く仲直りしてよ」みたいな話を何
回かして、そのとき母の反応としては「あ
あ」みたいなごまかすような形で。で、
多分1～2か月経ったくらいの時に「あ
なたはどっち行きたいの？」みたいな1回
目の質問があって。その時に、どっち
に行くのってことはもうお父さんは戻っ
てこないんだっていうのを察して。

聞いていない
なんかもう家族の空気感が、父のこと
を全く話さないので、しゃべったらいけ
ないのかなっていうのを小さいながらに
感じていました。

知らない間に離婚してたみたいな感じ
でした。聞いてもはっきり教えてくれな
いかもと思って、それならやっぱりもう
ちょっと大きくなってから、ちゃんと全
部聞いた方がいいのかなとかいろいろ
考えてました。親には聞けない分、姉
とよくそういう話をしていました。

誰から、いつ、どのように、話されたのかもさまざまです。離婚についてきちんと
聞いたことがない、という子もたくさんいます。子どもなりに、大人の表情や言外
の意味を読み取りながら、聞いてもいい話かどうか、一生懸命考えていることが
うかがえます。

離婚したときのこと 離婚のこと、なんて聞いた？
どうやって知った？
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苗字

最初ののころは、家見に行ったり、車
見に行ったり、楽しいイベントがたくさ
んあってワクワクしてたけど、そういう
のがどんどん終わっちゃうにつれて、
ふっと周りを見たら、私にはお父さんが
いないっていうのに気づいて。お母さ
んが働き始めたり、おばあちゃんの私
たちへの接し方や叱り方もなんか嫌な
感じに変わってきて、だんだんしんどく
なっていった。

苗字が変わったときもすごく違和感が
ありました。自分の名前は画数も込み
で決められたらしくって、「父方の苗字
だったら画数最高だったけど、母方の
苗字になったら画数変わってしまったな
」と言われて、「そんなこと言う？」とは
思いましたけど。その後も、父と会う
とき、たとえばファミレスで名前書くと
きとかは前の、父の苗字を使うように
していました。それも父はうれしかった
みたいです。父に手紙を書くときはす
ごい複雑で、父の苗字で名前を書くん
ですけど、もし宛先間違いとかで戻っ
てきちゃって、母たちに見られちゃった
らどうしようとか、すごい考えていまし
た。金銭的にどうなるかは不安だったんで

すけど、母から「今まであふれていたも
のがあふれていた分がなくなるだけ
で、生活はできるから大丈夫」って言わ
れて。その後はあれほしいこれほしい
とかは言わないようになったんですけ
ど、暮らしているうちにそんなに気を使
わなくていいんだなっていうことがわ
かってきました。

あまり変わらなかった

離婚が成立したときに、ちょうど学年が
上がるタイミングだったので、その区切
りとして、「あなたたちにも迷惑かける
けど、ちゃんと苗字も旧姓に戻そうと思
う」って言われて。それも特に何も思わ
ず、新しい苗字のほうがかっこいいし
いいじゃんって言って。まあ書くの慣れ
ないなぐらいで。

だんだん父が家に帰ってくる頻度が
減っていった感じだったので、自分的に
はあんまり変化はなかったです。引越も
転校もしなかったし、習い事とかもその
まま続けられたので。

一般的に、離婚によっていろいろな変化が起こります。その変化をポジティブにと
らえる子もいれば、ネガティブにとらえる子もいます。新しい生活に慣れようと一
生懸命頑張っている子もいれば、気持ちが追いつかずにしんどくなってしまう子も
います。

離婚して、何が変わった？

P4 P5

生活
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自分でもわからないんですけど、授業
中に急に泣き出したりしてて、それで
先生にまた廊下とかに連れられて「どう
したの」って聞かれて、でも私が何も言
わないんで、「いろいろあったんだね」っ
てまとめられて帰される、みたいな。

小学校の時は、転校理由聞かれるじゃ
ないですか、それで「離婚した」って。
でも、離婚したことは言っていましたけ
ど、その時自分がどう思ったかってい
うのは絶対言わなかったですね。まだ
自分的にも整理がついてなかったって
いうのもあるし、言う話でもないなって
思っていたので。

学校ではあえて離婚したとか全く言わ
ずにいました。そうしたら、学校ではふ
つうの私で、みんなふつうに接してく
れて、それがよかった。ふつうに接し
てくれる友達がいたことが、心の支え
になっていたかなって思います。

友達との関係
中学高校の時点で、私自身は離婚して
るっていうこと自体に何の引け目も負
い目も感じてなかったんですけど、そ
れを聞くと離婚経験のない友達とかは
「なんかごめん」みたいな空気になるの
で、言えないっていうのがあったかな。

家族の話とかが出るのは嫌でしたね。
聞くのはまだいいんですけど、自分の
話もしないといけない場面はめっちゃ嫌
でした。

類は友を呼ぶというか、似たような環
境の人が集まってた感じはあります。だ
からと言って深い話をすごいするわけ
じゃないけど、たまにちょっと状況だけ
話すみたいな感じでした。

先生との関係

先生に、ちょっと遠い関係の先生にで
も、ぽそっと家族のことを言えたのがよ
かった。やっぱ周りに離婚のことを隠し
てるっていうところが、なんか嘘ついて
いるみたいな感覚になったり、本当は
父がいないのに架空の父親像を作り上
げているように話したりしてて、そうい
うのがちょっとずつ引っかかっていくと
ころはあったんですけど。周りの友達に
はそうやって架空の話していても、先
生だけには本当のこと言えたり、深い
事情とか相談事とかじゃなくて、事実の
ところだけぼそっと言うとか、そういう
ことができたのもとてもよかったです
ね。

お金もないし、高校には行かない予定
だったんです。ただ、そのときの担任
の先生がいろいろ調べてくれて、奨学
金の制度とか、公立の学費とか全部考
えてくれて、負担なしで行けるんだった
ら高校くらい行くかって、親父がそれで
折れて行かせてくれたみたいな。だか
ら、そういう先生っていう存在にすごく
感謝していますね。

学校がしんどくなる子もいれば、家とは違う場所・人間関係があることが支えにな
る子もいます。多くの子どもたちは、離婚について話すことの影響を敏感に察知
し、誰にどのように話すか、話さないか、慎重に見極めています。

学校では、どうだった？

P6 P7

別居や離婚の影響はあった？
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離婚前は、親がめちゃくちゃ喧嘩してま
したね。もう怒号と罵声がすごくて、
離婚時のきつい記憶って言ったらそこ
ですね。めちゃくちゃ怒鳴ってたし、何
か物が割れる音とかもしてた気がしま
す。

お父さんとお母さんの
あいだで
（両親のどちらと住みたいか聞かれた
が、自分がどちらか一方を選んだ後に
どうなるか）やっぱりわからないってい
う恐怖。子どもの脳みそでは限界があっ
て。周りも結構離婚してる友達とかい
たんですけど、私はあまりそういう相
談ができなくて。なので、みんなの事
例を知らないという部分で、ひとりでど
うしようみたいに考えていた感じです
ね。

経済的な問題
中学生くらいまでって、義務教育だし、
お金も稼げないから親の元にいるわけ
で。何するにもやっぱり父親に頼まない
といけない。お金で結構きつかったん
です。学校では家の話を面白話にして、
帰ってくると、ろくでなしの父親を殺害
しようとしているような主人公の本をバ
イブルにして、ずっと読んでいました。
そういうネガティブな面っていうのは誰
にも話せなかった。

親との関係

自分の誕生日の時がなんか一番つら
いっていうか、ケーキ食べてプレゼント
もらえるんですけど、それとは別として
やっぱりなんか、一年の中で一番自分
の出生を考えるので。なんでうちは父
子家庭なんだろうって。そこを聞けてい
ないから自分で考えるしかなくて、考え
ちゃってドツボにはまる、みたいな。親
としては、理由を伝えることでショック
が大きいというか、子どもの母親像を
壊しかねないとかそういう心配もあって
言わないのかなとも思うんですけど、
子どもからすると、あんまり秘密にされ
ると、言えないほどの大問題があった
のか？みたいな、悪い方向にばっかり考
えちゃうし。

一度「お父さんがいなくてごめんね」っ
て謝られたことがあるけど、そう言わ
れたのはすごく辛かった。お母さん謝ら
せちゃったなって。お母さんがすごく頑
張ってくれていたのも知ってるし、おか
げで全然不自由しないで、やりたいこ
ともやらせてもらってるのになって。

離婚前後の激しい喧嘩や、「この後自分はどうなるんだろう？」という不安が大きく
残っているという人は多いようです。思春期になって、今までの悩みが深まったり、
新しい悩みが出てきてしんどかったという人もいます。

しんどかったこと

P8 P9

「みんなお父さんのことを養育費払って
ないとか悪く言うけど、お父さんはお
父さんやし、正直自分にはわからへん、
悪いのは頭ではわかるけど、別に嫌い
になったりはできひん」って弟が泣いて
て、私もそうだったんで、わかる、と。
養育費は払えよと思ってましたけど。

喧嘩

（父との交流頻度を減らすことを、自分
から直接言うよう求められ）めちゃく
ちゃ言いづらかったです。自分で言うの
がすごい嫌だった。それこそ面会交流
支援の人が言ってくれればいいのにって
思ってました。でも、父親は意外とすん
なり受け入れてくれて、それはよかった
です。
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母の家ではきょうだい2人で1つの部
屋でしたけど、父の家は広かったので、
自分の部屋ができたっていうのはすご
くうれしかったです。

家庭の環境が良くなったっていうか、リ
ビングとか自由に使えて、普通の生活
ができるようになったっていうのがよ
かった。母親も何かいきいきしてるし、
そこはやっぱり一番よかったのかなって
思います。

ふつうに接してくれた

私のこと、腫れ物に触る感じで扱う人
が誰もいなかった。家の中でも学校の
中でも、みんなふつうに接してくれた
のがよかったなって思います。

一番いいのは、私にとっては変わらな
いでいてくれることなんです。例えば、
家族の話が出たときに、みんなで話し
てて、うちが離婚してるっていう話を
知っていても、変わらずお母さんとお
父さんの話両方してくれてるとか、変
に気を使わないでいてくれるとありがた
いなってなりますね。

ゲームやTVの時間が増えた
離婚してからTV見るかゲームするか
の時間がめっちゃ増えましたね。で、
自分の場合はお笑い番組とか見る時間
が増えて。で、芸人さんが自分の身の
上を面白おかしく話してるのを見て、
そっか、笑い話にすればいいんだと思っ
て。だからお笑いにはほんと感謝して
る。

両親の葛藤を見ないで
いられた
父も母も大変だった部分を隠してくれ
て、見せないでいてくれたので。兄も
いましたし、私はすごい悩んでしんど
かったっていうのは比較的少なかったの
かな。やっぱり別れた相手の話をする
と、どうしてもマイナスのことが多くなっ
てしまうんですよ。それはプラスの質問
であっても、子どもは答えづらいので、
マイナスの雰囲気を作ってしまうので。
あんまり何回もお母さんが何してるとか
お父さんが何してるのっていう話はしな
いでいてくれたので、それはありがた
かったですね。気楽に会えました、お
互いに。

生活の自由度が増えた、テレビやゲームの時間が増えたなど、大人からすると心
配に思えることでも、子どもからするとよかったこと、支えになったこととして体
験されている場合もあります。

うれしかったこと、よかったこと

P10 P11

自由が増えた
家事の負担が増えたりとか、ちょっと大
変だなって思うところはありましたけ
ど、その分自由になったこともあって、
門限とか友達の家に行くとかはすごく自
由になったので、それはよかったところ
ですね。
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面白い話はみんなにできたんですけ
ど、リアルな、暗くて重い部分は誰に
も話せてなかったと思います。唯一弟
かな。父親今日機嫌悪いねとか、一緒
にケアするかとか、作戦会議的な感じ
で弟と話せてたのはでかかったかな。

父は私と妹を比べたりしてましたけど、
妹とは仲良かったっていうのが本当に
よかったです。気も合うし、趣味も共
有できて、環境も一緒なので、大体考
えることも似たような感じだし、もう一
番の理解者みたいな。母に聞けないこ
とも、妹と全部話していました。

5～6年生くらいから、正月は父の家と
母の家に交互に行くようにして。今年
はうち、来年はあっちってお互いが思
えるようにしました。それは結構子ども
ながらに考えました。あと、私は母の
家で正月を過ごすとなったら、兄は必
ず父の方に行こうねっていうのをきょう
だい間で話していて、どっちもいないっ
ていう状態を作らないように気をつけ
ていました。そういうの、兄と一緒に
相談しながらできたのはとてもよかった
と思います。

姉には、「もう少し動いてよ」って言いた
い。父方の実家に行くにも、姉が来てく
れた方がスムーズに進むことが多いの
で。で、母にも父にも、「もうちょっと大人
になって」とは思います。互いの愚痴を
私に言ってくるとか、それぞれの家に平
等に帰らないと不満げになるとかある
んですけど、「もうちょっと私の気持ちも
考えて」って。

きょうだいのしんどさを知る
お姉ちゃんとはずっと仲が悪くて、年が
離れてるのに私に対してもすごい態度
がきつかったんですけど、実は姉と私
は父親が違うって知って。姉から見る
と、私が一番大事にしてもらっていて、
そこが気に入らなかったというか。家庭
環境がころころ変わったのもあって、本
当は自分もしてもらいたかったことをし
てもらえなかったっていうのもあったん
だろうな、お姉ちゃんもすごい大変だっ
たんだなっていうのはすごい思いまし
た。

相談できなかった／しなかった

きょうだいに言いたいこと

上が結構荒れていたので、反面教師み
たいな。感情もぶわーって出すし。だ
から自分は親に迷惑かけないようにと
思っていました。

母が何回か離婚してて、上とも下とも
父親が違うんですけど、自分だけ父と
は会っていなかったので。なんか自分
だけ違うなっていうのは思っていまし
た。

きょうだいの存在が頼りになる、支えになることもあれば、ぎくしゃくしてしまうこ
ともあります。生まれ順や年齢差によっても、きょうだいの経験は大きく違います。
親やきょうだいの様子も見ながら、家族のバランスを取ろうとする子どもたちもい
ます。

きょうだいとの関係

P12 P13

いろいろ共有できた

中学くらいになると、父親の良くない
面も知ってたり、自分が実際塾代を止
められて被害を被ったりしている中で、
弟はまだ小学生だったので、そういう
のをわかっていなくて、それに対しても
余計「弟がわかっていない分、自分は
父親に対する怒りをちゃんと持っていな
きゃいけない」みたいな気持ちも多分
ちょっとはあって。だから、そのときは
父親のことは半分どうでもよくて、半
分嫌いって感じですね。

バランスをとる

妹もそろそろいい年齢なんだから、もう
少し状況を理解したり、一般常識的なこ
とがわかってもいいんじゃないかと思
う。真ん中は私の努力とかかばっても
らったことも覚えてるから、お姉ちゃんっ
て呼ぶけど、一番下は「お前」だし。なん
でもやってもらって当たり前だと思って
るから。
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外部の相談機関もいろいろあるけど、
そういうところに相談したり手紙書いた
りしたときに、結局家にその返事が来
て、親にばれちゃったことがあった。そ
ういう相談したいとき、家からするん
じゃなくて、学校から電話させてもらえ
る、手紙の返事も学校に来る、ってい
うふうにしてもらえたら、家がもろい子
も安心して相談できると思う。

ふつうに接してほしい
フランクに接してほしいというか、ふつ
うに接してほしいっていうのが一番か
も。特別な支援とかは別になくてもよく
て、多分、こういう自分がいるってい
うことを知っててくれるだけでいい気が
します。

親へのケア親や家族に知られず
相談できる人、場所

私は親が離婚してることを周りに言えな
かったので、誰が離婚家庭なんだろう
とかわからなくて。だから、そういう子
どもがつながれるような、そういったし
くみがあるといいなって思いました。

自分のことを話すことはできるけど、他
の人の状況を聞くとか、知るって機会
はあまりないから、そういう機会がほし
かった。

他の人の状況を知りたい

やっぱり親が変わらないと子どもはずっ
としんどいので、親に対するケアがあ
ればって思います。学校とかで気づい
てくれる人がいて、まとめてケアしてく
れるような入り口があるといいなあっ
て。

面会交流支援のお手伝いを始めて、同
居親の負担っていうのはやっぱり大き
いんだなっていうのを感じました。子ど
もが小さければ小さいほど、連れて行
くのもまず負担だし、それまでに「明日
は面会に行くんだよ」っていうことを言
わないといけないし…って考えると、
同居親と別居親が面会に行くことに対
して同じ立場で考えては同居親って不
利なんだなって。自分の親もすごく頑
張ってくれていたんだとわかりました。

あったらいいなと思うサポート

P14 P15

安心して気軽に話せる
人、場所
私が学校行きたくなかった時期とか
に、家族以外の人と話す機会があった
らよかった。先生とかじゃなくて、第三
者的に聞いてくれる人がいたら。家族
や親せきにいろいろな話はできるけ
ど、父の話だけは「父が悪い」ってなる
のがわかっているので、相談できなく
て、友達とかに言うのも友達がかわい
そうで、あんまり自分と関係ない人、
カウンセラーとかでも良かったんですけ
ど、そういう人に聞いてもらえるとよ
かったな。

小学校で、もう少し信用できる人、安
心して相談できる大人がいるとよかった
なって思う。先生とかに話しても全部
筒抜けになっちゃうから話せなかった。
中学になるともう少しコミュニティも広
がるから、例えば塾の先生には話せる
とか、そういうのもあったけど。

（面会交流の頻度や内容について）多分
何か思っても聞ける状況にはないって
いうか、親に聞いていいのかなみたい
なときもあったので。何話すか選んで
たわけじゃないけど、すごく考えて話し
てた感じはするかな。だから、そういう
のじゃない、もっと気軽に思ったことを
素直に言える場所があったらよかった
かも、と思います。
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もともといい感情を持っていなくて、や
だなって気持ちがあった中で、どんど
んその密度が濃くなっていったみたい
な、なんか気持ちが重くなっていったっ
ていう感じです。

いろいろあるけどいい関係
今もめちゃめちゃ父とは仲いいです。価
値観や考え方は父の方に近いんだと思
います。小さいころから父からの愛情
はすごく感じていて、だから心配なんだ
ろうなって。こんな連絡不精な姉とよく
わからないヒステリー起こしがちな母に
対してもいまだに金銭的支援もしてくれ
るし、とても優しいところはある。人っ
ていいところと悪いところとあってしか
るべきじゃないですか。いい面だけの
人なんて、そんな人は怖いですよね。
でもなんか、なかなかいいところ探しを
あまりしてくれない父と母なので、お互
いに対して。

母との関係は、母がうつになったことも
あって、結構調整しつつ、右往左往し
つつ進んできた感じはあるんですけど。
母には進路や将来の相談をしたり、父
とはずっとやってるスポーツにつきあっ
てもらったり、それぞれの役割があっ
て、関係はずっと良好だったと思います。
あんまり反抗期もなくて。

つながりが続いてよかったあまりよく思っていない
物心ついたときには月に1回父親に会
いに行くっていうのが普通になってい
て、いつも楽しく遊んでました。ある意
味ルーティンというか、流れが決まって
て、会って、ご飯食べて、そこらへん
でボール蹴ってみたいな。面会で困る
こともなかったですし。「あなたの意見
で辞めることもできるよ」って言われた
こともあるけど、辞めたら父親にも悪
いというか、関係がなくなるっていうの
は寂しいことだし。

なんだかんだ節目にメールするのはめ
んどくさかったんですけど、でも父から
卒業おめでとうとかそういうメッセージ
をもらうこと自体はうれしかったので、
そういうつながりっていうのは大切にし
てほしいなと思います。

離婚前の関係や、離婚後に交流があるかないかによっても、離れて暮らしている
親に対して思っていることは大きく違います。大きくなるにつれて、何かしら気持
ちが変化することも少なくないようです。

離れて暮らしている親のこと、
どう思ってる？

P16 P17

交流はないけれど…

喧嘩の時に、私はお父さんが怖いなっ
て思っちゃったので。ほんとに今は生き
てるのかどうかなってくらいで、なんか
会いたいとはあまり思わないですね。

父とは会ってないけど、いざとなったら
母に聞けると思うと、まだ父とのつな
がりがあるように感じて、安心感みた
いなのにつながっているかなと思いま
す。たまに、自分と父の似ている部分
を聞いてみたりはします。そうすると、
ちょっとおどけてというか、ちょっと嫌
がるような感じを出しつつ答えてくれる
ので。

父とはいっても顔も知らないし、自分の
中では別に家族とかそういうふうには
全然思わないから、他人の話聞いてる
みたいな感じ。でも、もっと知りたいし、
会いたいとも思う。まだそれを言える
空気感ではないけど。

（SNSで母らしき人が自分の昔のアカウ
ントをフォローしてくれていたことに気
づき）今まで全然気にされてなかったの
かな、愛されてなかったのかなっていう
のがあったので、そこの部分の気持ち
はちょっと楽になったというか。できる
なら会ってみたいって思います。でも、
お母さんに新しい家庭があったとしたら
「あー」ってなるだろうなって、その心配
はありますね。
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それはもう言葉に表せない感情で、切な
さだったり寂しさだったりむなしさだっ
たり母親に対する怒りだったり、でも母
親が自分のこと守ってくれたっていう感
じだったり。っていうのは、守ってくれた
から今自分はここまで育てられて、大き
くなったんだっていうのも、ありがたみ
とかもいろいろあったり、すごく複雑だ
ったけれども、でもやっぱり私にもあの
幸せは欲しかったなっていうのは思った
り・・・

人は人だなと思っているので、母が再
婚しても何しても別に。自分としては
やっぱり意見はあるけど、母の考えを
尊重したいと思ってるから、あまり干渉
もしないし。ずっと一緒にいるのは母だ
けだなと思って。なので、関係も変わ
らないというか。

気持ちが変化した
成長して大人に近づくにつれ、家の事
情とかお金の大変さとかもいろいろわ
かってきて、ああ、そんなに苦労してやっ
てくれてたんだなあって思いました。

高校で友達の幅が一気に広がって、自
分が恵まれているってことに気づきまし
た。偉そうかもしれないんですけど、
親はほんとにその子のことを愛してるの
かなって思うような関係っていうのをす
ごい見たんですね。うちは母子家庭な
のに経済的にも余裕があったし、私は
親に反抗ばっかりしてたけど、けんか
することもたくさんあったけど、母から
愛されてないとか、かわいがってもらえ
てないって思ったことは全くないんです
ね。そういう違いを感じて、母への気
持ちはだいぶ変わりました。

いろいろ言えるようになった

複雑な気持ち

特に変わらない

父があんなだから、母に嫌われたらう
ちらいる場所ないしっていう心配もあっ
たと思います。母はそんなことしないで
すけど。母が全部のお金を出してくれ
ているのもわかってたから、やっぱり感
謝がすごい大きくって、気を遣うってい
うよりは、ありがとうっていう気持ちで
いたので、反抗期が起きなかったです。
今はちょっと反抗期。ようやく落ち着い
て母親に強く当たれるようになった。

一緒に暮らしている親との関係もいろいろです。大きくなるにつれて、わかること
が増えてきて、親の大変さや配慮に気づいたという人もたくさんいます。

一緒に暮らしている親のこと、
どう思ってる？

P18 P19

もっと愛情を示してほしかった
小さいときは、なんで私よりも仕事を
優先するんだって思って、文句を言った
りしていました。でもだんだん大きくなっ
て、今日お母さん疲れてるなとか、そ
ういう風に思って話しかけるのをやめた
りとかはありました。今でもあります。

お父さんも目に見えて愛情を表す方で
もないので。今になってやっと、気にか
けてくれてるって感じるようになったん
ですけど。中高くらいまでは、心配し
てくれてるとか、あんまりそういうのが
わからなかったので、愛されてないって
思ったりしていて。
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結局私はどっちもどっちだと思っている
ので、両親双方からの愚痴を聞いてい
るので、そういうところもあるよな、お
互いね、みたいな。離婚してほしくな
かったってずっと思ってたけど、価値観
も考え方も全然違うし、そりゃ合わなか
ったよな、しょうがないよな、と思うよ
うになりました。

親同士で会ってほしいなって気持ちは
ありつつ、徐々に大人になるにつれ、
別れてよかったなっていうのがあって。
別れる直前の1～2年の喧嘩とか見て
いて、やっぱり意見が合わないってい
うのはあるので。別れてお互いいきい
きするようになってから、よかったなっ
て思えて。そこらへんで、消化できた
のかな。

うちはそういう
家なんだと思う
両親揃っているのはうらやましいとは思
うけど、だからといって今不幸だとか嫌
だとかいうわけでもない。でも、別居
親とは全く会ってないので、別居親か
らの話を聞いてみたいなとは思う。どう
思ってたのかなって。

はたから見たら自分も振り回されてるの
かもしれないけど、別に振り回されて
るって感覚がないから。なんか不幸な
家庭に生まれたとか、「親ガチャ」とかい
う人もいるけど、別にそんな悪いところ
に生まれたわけじゃないよと思ってる
し。

性格が変わった

両親にとって離婚はよかった

ぽっかり心に穴が開いた感じ。なんか
離婚してからどんどん人との距離の取
り方がわからなくなって。適度な距離
がどこなんだろう、親ってどこまで頼っ
ていい存在なんだろうって。この話を
こっちの人にはしてもいいけどあっちの
人はダメ、とか、これ以上踏み込んだ
らダメみたいな線がわからないから…
子どものときの、離婚する前の無邪気
な感じではしゃべれなくなって。

めちゃくちゃ気を遣う性格になりました
ね。大人の顔色すっごいうかがってま
した。まあ、自由で天真爛漫な人にあ
こがれることもありますけど、今はこの
性格でよかったかなって。争いごととか
を好まない性格になったので、これはこ
れで得たものかな、と思っています。

離婚についてどう思っているかもさまざまです。どこかのタイミングで離婚につい
ての気持ちを消化できたという人もいれば、悩みを抱えている人、フラットな感じ
の人、肯定的な人もいます。

離婚について、どう思ってる？

P20 P21

離婚してよかったと思う
何となく、離婚は子どもの心に傷を負
わすみたいなのがあるじゃないですか。
本当に家によるし、子どもにもよると思
うんですけど、自分はそうじゃなかった
ので、一概に「傷になる」みたいなこと
だけ言っていても話は進まないよなって
思います。うちは本当に離婚してよかっ
たと思っているので。

小さい頃は友達のおうちが羨ましかっ
たこともありましたけど、今となっては
全然、お母さんが働いていて家にいな
い分、いろいろ自分でできるようになっ
たなって思うし、周りからは「しっかりし
てるね」って言ってもらえることもある
ので、私は離婚して悪いって思ったこと
はないです。たまに、お父さんどうして
るのかなって思うけど、会いたいとか
ではない。

最初の頃は、特にいいも悪いもなくて、
「へー」だけだったんですけど、徐々に、
後でふりかえってとか、中学進学してと
か、時を経るごとに「離婚してよかった
な」って思うことが増えて、その気持ち
も大きくなっていったかな。多分離婚し
ていなかったら、中高で部活を頑張る
とかもできなかったので、それが大きい
ですかね。
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結局私はどっちもどっちだと思っている
ので、両親双方からの愚痴を聞いてい
るので、そういうところもあるよな、お
互いね、みたいな。離婚してほしくな
かったってずっと思ってたけど、価値観
も考え方も全然違うし、そりゃ合わなか
ったよな、しょうがないよな、と思うよ
うになりました。

親同士で会ってほしいなって気持ちは
ありつつ、徐々に大人になるにつれ、
別れてよかったなっていうのがあって。
別れる直前の1～2年の喧嘩とか見て
いて、やっぱり意見が合わないってい
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て思えて。そこらへんで、消化できた
のかな。

うちはそういう
家なんだと思う
両親揃っているのはうらやましいとは思
うけど、だからといって今不幸だとか嫌
だとかいうわけでもない。でも、別居
親とは全く会ってないので、別居親か
らの話を聞いてみたいなとは思う。どう
思ってたのかなって。

はたから見たら自分も振り回されてるの
かもしれないけど、別に振り回されて
るって感覚がないから。なんか不幸な
家庭に生まれたとか、「親ガチャ」とかい
う人もいるけど、別にそんな悪いところ
に生まれたわけじゃないよと思ってる
し。

性格が変わった

両親にとって離婚はよかった

ぽっかり心に穴が開いた感じ。なんか
離婚してからどんどん人との距離の取
り方がわからなくなって。適度な距離
がどこなんだろう、親ってどこまで頼っ
ていい存在なんだろうって。この話を
こっちの人にはしてもいいけどあっちの
人はダメ、とか、これ以上踏み込んだ
らダメみたいな線がわからないから…
子どものときの、離婚する前の無邪気
な感じではしゃべれなくなって。

めちゃくちゃ気を遣う性格になりました
ね。大人の顔色すっごいうかがってま
した。まあ、自由で天真爛漫な人にあ
こがれることもありますけど、今はこの
性格でよかったかなって。争いごととか
を好まない性格になったので、これはこ
れで得たものかな、と思っています。

離婚についてどう思っているかもさまざまです。どこかのタイミングで離婚につい
ての気持ちを消化できたという人もいれば、悩みを抱えている人、フラットな感じ
の人、肯定的な人もいます。

離婚について、どう思ってる？
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離婚してよかったと思う
何となく、離婚は子どもの心に傷を負
わすみたいなのがあるじゃないですか。
本当に家によるし、子どもにもよると思
うんですけど、自分はそうじゃなかった
ので、一概に「傷になる」みたいなこと
だけ言っていても話は進まないよなって
思います。うちは本当に離婚してよかっ
たと思っているので。

小さい頃は友達のおうちが羨ましかっ
たこともありましたけど、今となっては
全然、お母さんが働いていて家にいな
い分、いろいろ自分でできるようになっ
たなって思うし、周りからは「しっかりし
てるね」って言ってもらえることもある
ので、私は離婚して悪いって思ったこと
はないです。たまに、お父さんどうして
るのかなって思うけど、会いたいとか
ではない。

最初の頃は、特にいいも悪いもなくて、
「へー」だけだったんですけど、徐々に、
後でふりかえってとか、中学進学してと
か、時を経るごとに「離婚してよかった
な」って思うことが増えて、その気持ち
も大きくなっていったかな。多分離婚し
ていなかったら、中高で部活を頑張る
とかもできなかったので、それが大きい
ですかね。
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母は、離婚しちゃった、この子には父
親がいないっていう思いが、もう、めちゃ
くちゃ強いと思うんですね。でも、私は、
父親がいないことをそんなに思ってくれ
なくてもいいと思うんですよ。もちろん
いるに越したことはないし、修復できる
なら修復したほうがいいとは思うんです
けど。でも、もう修復不可能であれば、
さっさと離婚して、子どもの親権を持っ
たほうが特に頑張ったらいいことであっ
て。片親がいないっていうことを、母
親が、とか父親がすごい、背負って、
子どもを育てると、私はそれがすごい
窮屈だったんですよね。

みんな離婚のパターンが違うので、いろ
んな人の消化した方法を見て、自分に
合う方法で消化していくのが一番いいか
なと思います。例えば境遇だけ似ている
から、同じような消化の仕方でいいん
じゃないかとかってやっていると、結構
長い間、消化に時間がかかってしまった
りするので、いろいろ試してみたりとか、
離婚のことじゃなくてほかのこと、自分

がやりたいって思ったことは全部日常の
中で経験していくと、その経験がまわり
まわってその離婚の消化につながって
いったりするので。それがアクティビティ
でもいいですし、自分の新しい友達を
つくるでもいいですし、いろんな人の話
を聴いたりいろんな経験をしたりしてほ
しいですね。

大人へのメッセージ 子どもへのメッセージ

P22 P23

忙しかったり大変だったりすることは子
どももよくわかってると思うんですけ
ど、でも子どもの気持ちにもっと目を向
けたり話したりする機会をつくってほし
いなっていうのは思います。

子どもって案外事情を分かってるんだ
よなっていうのはすごく思います。家族
の関係もだし、大人の機嫌もすごくよ
く見ていて、今機嫌悪そうだなって遠
慮してたりしていますね。

両親がそれぞれの悪口を言うような環
境ができてるんだとしたら、それって遠
回しに子どもに「お前が生まれへんかっ
たら親は苦労せえへんかった」って言っ
ているようなものだから。子どもは傷
ついているから、そういうのは言わな
いでほしい。

離婚する理由で2人が合わないってい
うのなら、子どもに非はないから、お
父さんもお母さんも子どものことが好
きっていうのは明確に伝えてあげてほ
しい。離婚する理由も、私はひた隠し
にされてずっと悩んでいたので、きちん
と両方の立場から説明してあげた方が
いいんじゃないかなって思う。

養育費は子どもを育てるために当然払
わないといけないお金で、親がもう一
方の親と関わりたくないから払わなくて
いいっていうのもおかしいと思う。
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母は、離婚しちゃった、この子には父
親がいないっていう思いが、もう、めちゃ
くちゃ強いと思うんですね。でも、私は、
父親がいないことをそんなに思ってくれ
なくてもいいと思うんですよ。もちろん
いるに越したことはないし、修復できる
なら修復したほうがいいとは思うんです
けど。でも、もう修復不可能であれば、
さっさと離婚して、子どもの親権を持っ
たほうが特に頑張ったらいいことであっ
て。片親がいないっていうことを、母
親が、とか父親がすごい、背負って、
子どもを育てると、私はそれがすごい
窮屈だったんですよね。

みんな離婚のパターンが違うので、いろ
んな人の消化した方法を見て、自分に
合う方法で消化していくのが一番いいか
なと思います。例えば境遇だけ似ている
から、同じような消化の仕方でいいん
じゃないかとかってやっていると、結構
長い間、消化に時間がかかってしまった
りするので、いろいろ試してみたりとか、
離婚のことじゃなくてほかのこと、自分

がやりたいって思ったことは全部日常の
中で経験していくと、その経験がまわり
まわってその離婚の消化につながって
いったりするので。それがアクティビティ
でもいいですし、自分の新しい友達を
つくるでもいいですし、いろんな人の話
を聴いたりいろんな経験をしたりしてほ
しいですね。

大人へのメッセージ 子どもへのメッセージ

P22 P23

忙しかったり大変だったりすることは子
どももよくわかってると思うんですけ
ど、でも子どもの気持ちにもっと目を向
けたり話したりする機会をつくってほし
いなっていうのは思います。

子どもって案外事情を分かってるんだ
よなっていうのはすごく思います。家族
の関係もだし、大人の機嫌もすごくよ
く見ていて、今機嫌悪そうだなって遠
慮してたりしていますね。

両親がそれぞれの悪口を言うような環
境ができてるんだとしたら、それって遠
回しに子どもに「お前が生まれへんかっ
たら親は苦労せえへんかった」って言っ
ているようなものだから。子どもは傷
ついているから、そういうのは言わな
いでほしい。

離婚する理由で2人が合わないってい
うのなら、子どもに非はないから、お
父さんもお母さんも子どものことが好
きっていうのは明確に伝えてあげてほ
しい。離婚する理由も、私はひた隠し
にされてずっと悩んでいたので、きちん
と両方の立場から説明してあげた方が
いいんじゃないかなって思う。

養育費は子どもを育てるために当然払
わないといけないお金で、親がもう一
方の親と関わりたくないから払わなくて
いいっていうのもおかしいと思う。
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親の離婚と
子どもの気持ち

おわりに
　この冊子は、親御さんの離婚を経験したお子さんへのインタビュー調査（平成
30 年度科学研究費補助金：離婚を経験する家族に対する心理支援モデルの構
築、１８K１３３２２、研究代表者：曽山いづみ）の内容をもとに作成しました。
「離婚」と一言でいっても、その経緯や状況は人によって本当にさまざまです。そし
て、親の離婚を経験した子どもの気持ちもいろいろです。１人の中にいろいろな気
持ちが混じっていることもたくさんあります。また、成長によっても、感じること、考
えることは変わります。
　そんな、いろいろある気持ち、前と今とで違う気持ち、これからも変わっていくか
もしれない気持ち…など、決してひとくくりにはできない子どもの気持ちをお伝え
できたらと思い、この冊子をつくりました。もちろん、この内容
がすべてのお子さんに当てはまるわけではありません。全く
違った経験・気持ちの子もたくさんいると思います。ですが、
何かしら、同じところ、共通するところもあるかもしれません。
　離婚を経験するご家族や先生、親せきや地域の方など、
子どもにかかわるいろいろな立場の方々に、見てもらえると
嬉しいです。
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